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あとがき 

 

マニュアル動的解析編は、如何でしたでしょうか。理解していただけ

ましたでしょうか。システムが複雑で、容易には理解できないのではな

いかと憂慮しています。研究用のシステムとは異なり、多くの部材モデ

ルや履歴モデルを混乱なく、しかも効率よく動作させなければなりませ

ん。そのために複雑で階層的なシステムを構築することになったわけで

す。部材モデルや履歴モデルを追加することや管理することが非常に簡

単になっています。 

 非線形数値解析は、各種の仮定から成り立っています。SPACE で用い

た仮定が全て最良というわけではありません。コンピュータの進歩を考

慮して SPACE も日々改良・改善を心がけます。計算スピードと記憶領域

の効率を考えて設計されていますが、読者は、各自の考えで新たなモデ

ルを開発されると良いでしょう。その際、このマニュアル動的解析編が

少しでも役立てば幸いです。 

 

2003年 4月 1日 

村田 賢  
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